














   
東京芸術劇場と立教大学の連携講座「池袋








の空間でした。アトリエ村の芸術家たちは売れなくても作品制作に打ち込み、夜になれば多くの者が池袋の街で安い酒を飲んだり遊んだりして、 奔放な日常生活を送っていました。また、通常集団というものは集団同士の対立や派閥争いというものが存在しますが、いくつか存在するアトリエ村同士 対立はなく、異質なもの同士が出会い 対等に交流しお互いの自己実現を促し合う、境界 曖昧な「ゆるい集団」でした。この「ゆるさ」 通常集団とは一線を画す要因となったもの 思われます。そして、アトリエ村の多くの者は政治には無関心で、戦争に対して抵抗もせず服従もしない、すなわち声 あげぬ抵抗をしていました。これは「あわい（間） 」の思想が彼らにあったから そできたのであり、パリに憧れを持っていたと う彼ら 日本に対 る「あわい （間） 」 が ていたと言えるでしょう。
 
 「あわい（間） 」の空間としての池袋モンパルナスは現在の池袋へと受け継 ています。




いても重要である 思われます。白黒はっきりさせることも大切です 、そこに、第三の「あわい （間） 」 の選択肢があっても良 のではないでしょうか。東京には、渋谷や原宿などのおしゃれな街や、それに対して、秋葉原や中野などの個性的な街がありますが、その「あわい （間） 」 に境界線の曖昧な都市として池袋が存在することは、多様性を許容する意味で、重要な役割を果てして るのではない
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